
１　学年・単元名　　　第３学年

要約名人になって　もうどう犬リーフレットをつくろう

『もうどう犬の訓練』（書くこと）

２　単元目標　
○働く犬について関心を持ち、進んでいろいろな資料を読み調べている。【関心、意欲、態度】

○大事な言葉や文を見つけながら読み、書かれている内容を要約することができる。【読むこと】

○調べて分かったことを整理し、短い文章にまとめて書くことができる。【書くこと】

○指示語や接続語が文と文や段落相互の関係を端的に示す手掛かりになることを理解し、文章を読むことができる。【伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項】

３　本時の目標（第２次第７時）

盲導犬にふさわしい心構えについて、伝えたいことに合わせて、分かりやすく書きかえたり、言葉を補ったりして要約することができる。

４　本時の展開

	学習活動
	指導上の留意点
太字：つまずきに対する手立て
	児童への
手立て

	１　前時の学習を振り返り、本時の学習課題を確かめる。


２　本時の学習場面を音読する。

　（⑬～⑭段落）

３　盲導犬にふさわしい心構えを読み取る。

「訓練を通して」

①どんなことがあっても、

おこったり、ほえたり、あばれたりしてはいけない。

②また、仕事中は、人にあまえたり、じゃれたり、おいしそうなにおいのする方に行こうとしたりしてはいけない。

③さらに、他の犬がほえても、気にしてはいけない。

４　盲導犬にふさわしい心構えの段落が、２つの訓練の段落にどう関わっているかを考える。

５　要約文を書き、学習のまとめをする。



６　次時の課題を知る。
	○前時までの二つの訓練について振り返り、要約のポイントと本時の学習課題を確認する。
○めあてに対する答えに関係していることが書かれている言葉や文にサイドラインを引くように指示する。

○心構えが、接続語によって３段階で書かれてある工夫に着目させる。

○「～たり」の使い方について確認する。

○写真を提示して盲導犬が町で出会う「いろんなこと」の具体的な場面や、なぜしてはいけないのかという理由を考えさせることで、目の不自由な人にとっての盲導犬の役割について理解を深めさせたい。

○心構えが「してはいけないこと」という観点で書かれてあることや、犬の特長である「活発さ」に着目させ、心構えを身につける大変さを捉えさせる。
○「さいしょは」「次は」の順序を示す表現に注目させ、３つ目の「訓練を通して」との違いに気づかせる。
○「心がまえも」の「も」に注目させ、これも訓練であり、訓練の根幹をなす一貫した考え方であることをつかませる。

○⑭段落は、例示であることに気づかせ、要旨について自分の言葉で要約するように促す。

○要約する前に板書上で、学習のまとめをすることで、大事な文や言葉の共通理解を図る。

○書き始めを「もうどう犬にふさわしい心構えとは、」に揃えたり、字数制限したりすることにより、比較検討しやすくする。

○次時は、仕上げの訓練と盲導犬の果たしている役割について考えることを知らせる。
	　　　　　　　

・繰り返し出てくる言葉に注目させる。

「～してはいけません。」

「（行動）たり」

・書きにくい児童に対して、大事な言葉を提示する。




５　見とりのポイント
	評価項目
	A

（十分達成）
	B

（概ね達成）
	Cの児童への支援

（要支援）

	ふさわしい心構えについて、事例として挙げられている事実に線を引くことができる。
	ふさわしい心構えについて、要約することを意識しながら、中心となる言葉や文に線を引くことができる。
	ふさわしい心構えについて、事例として挙げられている事実に線を引くことができる。
	ふさわしい心構えについて、関係のないところや意味の通らない個所に線を引いている。

	ふさわしい心構えについて、文章の要点を入れて、書くことができる
	ふさわしい心構えとは、人の安全を第一に考えて行動することであるという旨を本文の言葉を用いたり、犬の特長と関連させたりしながら、自分の言葉で要約し書くことができる。
	ふさわしい心構えとは、人の安全を第一に考えて行動することであるという旨を自分の言葉で要約して書くことができる。
	ふさわしい心構えについて、例えの個所だけで要約しようとしている。




６　準備物

単元の学習計画表、ワークシート、要約名人ポイントの掲示、短冊、写真
児童に見られるつまずき


　中心となる言葉や文を見つけ、書かれている内容を要約して書きまとめることができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　要約に必要なキーワードの中から、中心となる言葉が何かを考えて書きまとめる活動を通して、大事な言葉を落とさないように必要な言葉を厳選して要約できるようにする





指導事例集ｐ．４９





参考：単元について





「もうどう犬にふさわしい心がまえ」とはどんなことか要約しよう。





ワークシート四使用





町でどんなことがあっても、特長をおさえて、つれている人の命や安全を一番に考えて行動するためのかくごのことです。





どんなことがあっても、自分のやりたいことをがまんすることです。それは、目の不自由な人の安全を守るのに、とても大切なことです。








